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◆
市
税
・
国
保
税
の

低
徴
収
率
問
題

問
　
平
成
16
年
度
、
市
税
徴
収

率
が
、
現
年
度
分
で
93
・
３
％

と
県
下
で
下
か
ら
２
番
目
、
国

保
税
徴
収
率
で
は
75
・
81
％
で

県
下
最
下
位
と
な
っ
た
原
因
は

い
か
に
。

市
長
　
本
市
は
少
人
数
の
零
細

企
業
が
多
い
事
情
か
ら
、
他
の

自
治
体
と
比
較
し
て
普
通
徴
収

に
よ
る
納
税
者
の
割
合
が
高
く
、

税
金
の
納
付
が
景
気
に
左
右
さ

れ
や
す
い
面
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
土
地
・
建
物
を
購
入
し
た

も
の
の
、収
入
の
減
少
に
よ
り
、

生
活
費
や
住
宅
ロ
ー
ン
で
精
一

杯
で
、
滞
納
に
な
る
ケ
ー
ス
が

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

国
保
に
つ
い
て
は
、
国
保
加

入
世
帯
の
う
ち
、
所
得
ゼ
ロ
の

世
帯
が
約
３
割
、
１
０
０
万
円

以
下
の
世
帯
が
約
半
数
近
く
に

な
り
、
経
済
的
に
苦
し
い
納
税

者
が
増
加
し
て
、
住
宅
ロ
ー
ン

等
の
返
済
遅
滞
に
よ
り
不
動
産

を
維
持
で
き
な
く
な
り
、
裁
判

所
に
競
売
を
申
し
立
て
ら
れ
た

ケ
ー
ス
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

バ
ブ
ル
時
に
法
人
や
個
人
が

投
機
目
的
で
取
得
し
た
不
動
産

が
維
持
で
き
な
く
な
り
滞
納
に

至
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、

そ
れ
ら
が
大
口
滞
納
者
で
す

が
、
そ
の
解
消
が
進
ん
で
い
な

い
状
況
で
す
。

問
　
バ
ブ
ル
崩
壊
以
来
経
済
が

低
迷
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

は
ど
の
自
治
体
も
同
じ
条
件
下

に
あ
り
、
そ
の
中
で
当
市
が
著

し
く
徴
収
率
が
低
下
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
経
済
の
悪
化

条
件
を
も
ろ
に
受
け
る
体
質
に

あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
長
期
計
画
の
失
敗

で
あ
り
、
長
谷
川
市
長
の
責
任

は
大
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
厳

し
い
反
省
の
上
で
の
市
税
・
国

保
税
の
徴
収
率
を
上
げ
る
対
策

は
い
か
に
。

市
長
　
収
納
率
の
向
上
の
た
め
、

平
成
16
年
７
月
か
ら
税
部
門
を

再
編
し
、納
税
課
を
設
置
し
て
、

市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
の
三
税
と
国
民
健
康

保
険
税
の
徴
収
部
門
を
一
本
化

し
ま
し
た
。
ま
た
同
時
期
よ
り

市
税
等
収
納
補
助
員
２
名
を
雇

用
し
て
、
定
期
訪
問
徴
収
や
納

付
誓
約
不
履
行
者
へ
の
訪
問
徴

収
、
現
年
度
滞
納
者
に
対
し
て

は
早
期
に
接
触
し
て
納
税
を
促

し
て
お
り
、
効
果
と
し
て
は
10

月
末
現
在
、
前
年
比
較
で
、
臨

戸
件
数
、
徴
収
金
額
と
も
に
約

２
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

毎
月
最
終
日
曜
日
に
納
税
窓

口
の
開
設
、
休
日
納
税
相
談
を

行
っ
て
お
り
、
日
中
留
守
が
ち

な
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
夜
間

に
お
け
る
電
話
催
告
等
、
滞
納

が
常
習
化
し
な
い
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

悪
質
滞
納
者
や
高
額
滞
納
者

に
対
し
て
は
、
給
与
、
預
貯
金

な
ど
の
調
査
を
実
施
し
、
給
与

債
権
、
預
貯
金
債
権
の
差
押
え

及
び
不
動
産
の
差
押
え
を
実
施

す
る
な
ど
、
収
納
率
の
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。

問
　
市
民
と
協
働
し
て
市
税
・

国
保
税
の
徴
収
率
を
向
上
さ
せ

る
対
策
と
し
て
、
公
民
館
主
催

学
習
講
座
を
拡
大
充
実
し
て
、

行
政
が
抱
え
る
問
題
を
市
民
と

と
も
に
考
え
る
場
と
す
る
こ
と

を
提
案
し
ま
す
が
。

市
長
　
各
種
団
体
か
ら
租
税
関

係
の
説
明
会
へ
の
出
席
要
請
が

あ
れ
ば
、
参
加
し
て
、
納
税
へ

の
理
解
・
協
力
が
得
ら
れ
る
よ

う
努
力
し
て
い
ま
す
。

問
　
県
と
の
協
力
体
制
は
。

市
長
　
県
と
県
下
市
町
村
が
共

同
し
て
差
押
え
・
公
売
な
ど
強

制
的
滞
納
整
理
を
行
う
租
税
債

権
回
収
機
構
は
、
県
及
び
県
内

12
市
８
町
に
よ
る
検
討
委
員
会

が
設
置
さ
れ
協
議
を
重
ね
て
い

ま
す
が
、
現
時
点
で
は
全
市
町

村
が
参
加
し
て
の
回
収
機
構
の

設
立
は
難
し
い
よ
う
で
す
。

◆
市
長
の
政
治
姿
勢

①
来
年
度
予
算

問
　
財
源
不
足
の
も
と
で
、
来

年
度
の
予
算
編
成
方
針
、
財
源

確
保
へ
の
努
力
は
。

市
長
　
予
算
全
般
に
つ
い
て
節

減
合
理
化
を
推
進
す
る
と
い
う

基
本
姿
勢
に
立
ち
、
歳
入
の
確

保
、
施
策
の
厳
選
に
努
め
、
全

体
と
し
て
歳
入
に
見
合
っ
た
規

模
の
通
年
型
予
算
と
し
て
編
成

す
る
。
平
成
18
年
度
か
ら
22
年

度
ま
で
の
財
政
推
計
に
基
づ

き
、
２
億
３
千
万
円
を
目
標
額

と
し
て
、
事
務
事
業
の
見
直
し

に
取
り
組
み
、
向
こ
う
５
年
間

の
財
政
運
営
も
視
野
に
入
れ
た

予
算
編
成
を
考
え
て
い
る
。

②
区
画
整
理
事
業

問
　
本
市
の
財
政
状
況
は
市
税

収
の
低
迷
、
地
方
交
付
税
の
減

収
の
一
方
で
、
義
務
的
経
費
や

公
債
費
の
増
加
で
財
政
構
造
の

硬
直
化
を
加
速
さ
せ
、
市
債
残

高
も
平
成
16
年
度
は
２
２
０
億

円
と
な
り
、
こ
の
４
年
間
で
１

０
０
億
円
増
加
し
て
い
る
。
後

年
度
の
負
担
増
大
は
ま
ぬ
が
れ

ず
、
地
方
自
治
体
の
仕
事
で
あ

る
「
住
民
の
く
ら
し
を
守
る
」

立
場
に
た
っ
た
財
政
再
建
は
切

実
な
問
題
で
あ
り
、
市
政
運
営

の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。

特
に
駅
前
区
画
整
理
事
業
は
市

財
政
を
圧
迫
し
、
市
民
負
担
・

市
民
サ
ー
ビ
ス
削
減
の
上
に
成

り
立
た
せ
て
き
た
事
業
で
あ

る
。
今
後
の
区
画
整
理
事
業
の

凍
結
・
見
直
し
を
求
め
、
次
の

２
点
に
つ
い
て
伺
う
。

来
年
度
の
事
業
計
画
で
は
一

号
街
区
公
園
整
備
６
千
５
０
０

万
円
、
駐
輪
場
一
期
工
事
に
一

億
２
千
万
円
を
投
入
し
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
事
業

は
不
急
の
事
業
で
あ
り
見
直
し

を
求
め
る
が
ど
う
か
。

市
長
　
駅
前
広
場
と
一
体
と
な

っ
た
都
市
型
公
園
と
し
、
市
民

の
方
々
の
集
い
の
場
と
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
整
備
す
る
予
定

で
あ
る
。

丸
山
　
職
員
が
血
ま
な
こ
に
な

っ
て
、
来
年
度
の
予
算
の
ど
こ

を
削
る
か
、
必
死
に
な
っ
て
い

る
の
に
、
公
園
に
噴
水
を
つ
く

る
の
で
は
納
得
い
か
な
い
。

問
　
駐
輪
場
用
地
は
２
ヵ
所
と

も
Ｊ
Ｒ
用
地
を
利
用
す
る
計
画

が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｊ
Ｒ
用

地
に
つ
い
て
は
買
収
か
、
借
り

上
げ
な
の
か
。
財
政
難
の
も
と

で
計
画
変
更
に
と
も
な
う
新
た

な
予
算
は
再
検
討
す
べ
き
で
あ

る
。
当
面
、
公
園
用
地
を
駐
輪

場
に
し
て
歳
出
の
抑
制
を
す
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長
　
Ｊ
Ｒ
用
地
を
取
得
し
、

整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

丸
山
　
財
政
難
の
中
で
買
収
す

る
と
は
と
ん
で
も
な
い
こ
と
で
あ

る
。
ど
う
し
て
も
駐
輪
場
や
公

園
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
、
八
街

市
の
玄
関
口
の
顔
と
し
て
成
り

立
た
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

◆
国
保
行
政
の
改
善
を

問
　
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
、
老
人

憩
い
の
家
な
ど
に
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
配
置
し
、
適
切
な
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
や
ア
ド
バ
イ
ス
で
健
康
管

理
が
で
き
る
体
制
を
つ
く
り
、

予
防
医
療
へ
の
取
り
組
み
を
強

化
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長
　
現
在
そ
の
よ
う
な
予
定

は
な
い
が
、
高
齢
化
社
会
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
健
康
づ
く
り

や
予
防
医
療
は
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
健
康

増
進
の
た
め
の
取
り
組
み
を
充

実
さ
せ
た
い
。

問
　
葬
祭
費
は
印
旛
郡
市
で

は
、
八
街
、
四
街
道
以
外
は
10

万
円
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
６

石
　
橋
　
輝
　
勝

日日
本本
共共
産産
党党

丸丸
山山
わわ
きき
子子

右右
山山
　　
正正
美美

京京
増増
　　
藤藤
江江

丸
山
わ
き
子

個
人質

問


